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平成 21 年 3 月期（連結・個別）業績予想との差異に関するお知らせ 

 

 平成 21 年 1 月 30 日に公表しました「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」のう

ち、業績予想と本日公表の業績数値に下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 

  (1)平成 21 年 3 月期（平成 20年 4 月 1日～平成 21 年 3月 31 日）通期業績予想との差異 

   【連結】                         （金額単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) ７，５００ △３４５ △３５０ △３８０ △29 円 39 銭

今回発表業績(B) ７，１６３ △５１３ △５１８ △４４３ △34 円 52 銭

増減額(B)－(A) △３３７ △１６８ △１６８ △６３ ― 

増減率（％） △４．５％    ―    ―    ― ― 

（ご参考）前期実績 

平成 20 年 3月期 

９，７７８ ７４７ ７１４ ２５９ 19 円 95 銭

   【個別】                         （金額単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) ４，５００ △１２０  △ ７５ △１９５ △15 円 08 銭

今回発表業績(B) ４，１１３ △３４５ △３００ △２８４ △22 円 10 銭

増減額(B)－(A) △３８７ △２２５ △２２５ △８９ ― 

増減率（％） △８．６％    ―    ―    ― ― 

（ご参考）前期実績 

平成 20 年 3月期 

５，５１８ ２０９ ２３８ １４８ 11 円 44 銭

(2) 差異の理由 

前回発表予想（平成 21年 1 月 30 日）の時点でも収益性の低下に伴う製品、原材料のたな

卸資産の評価損を見込んでおりましたが、想定以上の収益性の低下およびたな卸資産の増

加等により、評価損がアンチモン事業で 316 百万円、金属粉末事業で 62 百万円発生した

ことが今回の営業損失、経常損失、当期純損失の金額が予想数値より増加した主たる理由

であります。なお、期末配当金の予想につきましては、平成 21年 1 月 30 日公表の 1株当

たり 2円（中間配当金と併せて 6円）は修正いたしません。 

以上 


